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＜今月の句＞ 

炊飯のにほひ漂よふ茸飯   佳子 

墨すれば香りの立ちて秋の風 正枝   

令和５年度文化祭を吉川地域セン

ターにおいて１１月１０～１１日で開催

します。 

今年の文化祭は、地域の少子高齢

化の現状を踏まえ、地域センターで

活動される皆さんの作品発表の他、

ステージ発表は難しいが地域の子

供たちなどに活動を知ってもらうと

の希望で「和楽器に触れてみよう」

を開催することとしました。食べ物も 

酒蔵食堂の弁当、女性部が豚汁、ふれあいの里がコーヒ

ーとシフォンケーキ、学生団体キッチンワーカーが野菜カ

レーの販売を行います。お楽しみください。 

 今年度のポスターは、広島大学の学生「松原悠佳さん

と信行純香さん」の作品です。プログラムは、１０月末まで

に皆さんのお手元に届くよう準備しています。多くの方の

来場をお待ちしています。 

 

 

 

厚生労働省が提唱する「通

いの場」のモデル事業として

平成２６年１０月に始まった「吉

川げんき塾」は、１０月５日の

回から１０年目の活動に入りま

した。開塾当時、平均年齢７２ 

歳、現在は７９歳。登録参加者５４名から現在４０名。など

年と共に変化したものもあれば、創設時から指導いただ

くインストラクター岡野真子さんの指導は、参加者一人一

人に配慮した体操・コグニサイズ（体操と脳トレを合わせ

た動き）を進めて頂いています。脳トレも変わらず実施

し、楽しみにされている参加者も多く、現在は地域センタ

ー堀家事務職員の協力で取り組んでいます。 

 コロナ禍では、市の指導で休止もありましたが、その後

フレイル対策もあり、可能な範囲で開催して欲しいとの

要請で十数回の休止で再開し、今日に続いています。 

 １０月１２日の回は、市が行うフレイル測定会※を並行し

て開催。測定された市の方からは、定期的な運動が体力

維持に役立っているのでは、との感想を頂きました。 

 吉川げんき塾は、吉川自治協の活動として取組んで

います。是非１度見学にお立寄りください。 
※フレイルとは、加齢や疾患によって身体的・精神的なさまざま

な機能が徐々に衰え、心身のストレスに脆弱になった状態のこ

とを言い、その度合い（目安）を知るために実施した測定会。 

  

 

 

 「学びから市民のウェルビーイングの実現へ」を全体テー

マとし 11 月 3・４日「くらら」を会場に第３３回東広島市生涯

学習フェステバルが開催されます。 

 地域センターからの展示は、昨年から始まった電子媒体

展示として、市の特設ホームページから見ていただくことが

できます。 

https://higashihiroshima-event.jp/ 

lifelong-learning-festival-33/hp/ 

吉川からは、作品展示と講座展示の各１

点を出展。メイン会場では、トークショー、

一般の方の演奏、ダンス、講演会なども準

備されています。屋外マーケットもあるよ

うです。両日とも１０時から始まります。 

ぜひお出かけください 

 

 

 

 吉川小学校では９月２９日の

朝、５月に田植えをしたもち米の

稲刈りが行われました。小学校児

童全員が学校田に入り稲刈り、束

ねて縛る、ハゼあしに稲わらを掛 

けるなどの一連の作業を長寿会の指導で体験しました。高

学年はコンバイン操作も体験しました。精米したもち米は、

吉川文化祭で児童自らの手で販売します。 

 

 

 

 

 

 

 

吉川地域の秋祭りが４年ぶりにフル企画で開催されまし

た。子供たちは、前夜祭での巫女舞、当日は子供神輿と地

域から出る俵神輿の先達などタイトなスケジュールで参加し

ました。秋晴れの下、久方の秋祭りに住民の皆さんも俵神

輿で地域を練り歩きました。 
 

江戸後期の吉川の生活などを学ぶ 
吉川史跡保存会を１０月６日開催し、江戸

後期の竹内家文書などから人口、世帯

数、農地面積などを読み取り、地域の出来

事を重ねて当時の生活を学びました。 
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開催日などが変更となる場合があります 

 
  

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日  

 
 

 
 

11 月 2 日：吉川小学校ありがとう集会 

11 月 3-4 日：生涯学習フェスティバル(市) 

11 月 9 日：吉川活性化 PJT 

11 月 10 日：事務職員研修(市) 

11 月 10-11 日：吉川文化祭 

11 月 14 日：八本松中学校学校運営協議会 

11 月 16 日：吉川小学校学校運営協議会 

11 月 18 日：吉川小学校資源回収 

11 月 21 日：CS ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成講座(県) 

11 月 25 日：第 3回理事会 

11 月 25 日：曽場が城登山担当者打合せ(試登) 

11 月 30 日：健康講座(心の健康)(吉川げんき塾) 

※(市)：市主催行事 

   1 ２ ３ ４ 

   ｸﾗﾌﾄ教室 げんき塾 

ヨガ教室 

 空手 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１  
俳句教室 

大正琴 

健康体操 

編物教室 

琴の会  げんき塾 

ヨガ教室 

活性化 PJT 

吉川文化祭 

 

オカリナ教室 

吉川文化祭 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ 

  ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ

書道教室 

健康体操 

野菜講座  

三弦の会 
あったか交流 

げんき塾 

ヨガ教室 

着物ﾘﾌｫｰﾑ 空手  

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 
 大正琴 健康体操 

編物教室 

狂犬病予防 

琴の会   着物ﾘﾌｫｰﾑ 

オカリナ教室  

空手 
第 3 回理事会 

２６ ２７ ２８ ２９ ３０    
ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ 

書道教室 

健康体操 

管財課 

 げんき塾 

ヨガ教室 

  

地域センター 

使用料減免資格 

登録制度の受付開始 
 

市内地域センター使用料の減免

を受けようとする団体の使用料減

免資格登録申請を受けます。 

期間：令和５年１１月６日～１１月１７日迄 

受付：吉川地域センターでも可 

登録できる団体： 

地域団体、市民活動団体、非営利法人 

※登録者は全地域センターで減免可 

登録証を忘れた場合や、使用目的

が登録証に記載の活動内容と合致

しない場合、使用申請時に使用予

定人数が５名に満たない場合は、 

使用料は減免 

されません。 

 
 
 

 八本松町内３つの自治協で構成する

連携会議が、１０月２６日に吉川地域セン

ターで開催されました。会議には、八本

松・原・吉川の自治協責任者、市八本松

出張所、市関係部門が出席し、①災害時

の要支援者避難支援、②１２月９日開催

の曽場が城登山を意見交換しました。 

①市から対象者範囲の見直しなどを

行った旨説明があり、自治協から寝たき

り対象者への対応などを問い、平常時か

ら市との連携を深めることなどを解明し

ました。②小学生３０名の参加募集、クイ

ズラリーの実施などを確認しました。 

最後に各自治協の取組みを紹介し散

会しました。次回１１月２９日於：八本松ｾﾝﾀｰ 

吉川地域センターは、駐車場からの

アクセスを改善するため、敷地東南

側に階段を設置することとし、その工

事が１０月１３日終わりました。 

 このことで防災資材庫からの荷物

の出し入れ・火災時の避難経路の改

善も図ることができました。 

 地域センター講座・自治協イベント

参加などの皆さんご利用ください。 

 

東広島市市民活動情報サイト「すきかも」もご覧ください   

 https://www.higashihiroshima.sukikamo.jp/

“吉川レポート”に関するお問い合わせは、 

吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。 

書：二宮美恵子さん 

＜吉川地域センター 10 月のロビー展示＞ 

避難行動計画を家族で話し合おう 
 

市が発行するハザードマップ、吉川地

域防災マップを活用しよう！！ 

←俳句教室｢あけぼの｣の皆さんの作品 

 令和５年 11 月 吉川地域センター 講座他予定表 

↑書道教室｢書にしたしむ会｣の皆さんの作品 


